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令和６年「喜入はたちの会」 ～未来に向かって～ 

１月３日（水）、喜入公民館ホールにおいて、令和６年「喜入はたちの会」が盛大に挙行され、７４人 

が出席し、晴れて大人の仲間入りをしました。 

「喜入はたちの会」は、喜入出身のはたちを迎えた皆さんが実行委員会を立ち上げ、準備や当日の運営 

等を進める手づくりの会です。 

本会を開催するにあたり、実行委員長の山王優美さんを中心に、副委員長の濵田泰佑さん、実行委員の 

川上彩音さん、嶽野妃那さん、樋渡和樹さん、下野留佳さん、今藤麻菜美さんの７人が企画・運営の話し

合いを重ね、資料や案内状の作成、会場の設営など様々な準備を進めてきました。 

昨年は、新型コロナウイルス感染症の法的位置付けが５類に移行したのに伴い、マスクの着用も個人の 

判断となり、それまでの「制限」が少しずつ緩和されてきましたが、手指消毒や換気など基本的な感染症

対策には、引き続き配慮をしてきました。 

式典では、初めに実行委員長の山王優美さんが、式辞の中ではたちとしての決意を堂々と発表しました。 

次に、来賓を代表して永留宏幸喜入支所長から懐かしい思い出話や励ましの祝辞をいただきました。続い

て、恩師からの心温まるメッセージが披露された後、はたちを代表して濵田 

泰佑さんが、節目としてはたちになった喜びや、これからの目標等について 

力強く「誓いのことば」を述べました。晴れやかな中にも、式典に臨む姿も 

厳粛かつ整然として、とても立派な「喜入はたちの会」となりました。 

喜入地域に支えられて大きく育った皆さん、次は皆さんが地域や社会を支 

えていく番です。それぞれの夢を胸に、さらに大きく羽ばたいてください。 
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令和５年１２月２３日（土）に実施された「楽しいかるたとり教室」の閉 

講式をもって、令和 5年度の公民館講座がすべて終了いたしました。 

今年度は、前期１３講座・夏季 5講座・後期１１講座の全２９講座を開設 

し募集する中で、総勢３９２名の申し込みをいただき、延べ３７１名（昨年 

度より１３名増）が受講されました。各講座とも、受講生の方々のご理解とご協力をい

ただきながらの運営となりましたが、昨年度に比べ、新型コロナウィルス感染症への対

策も緩和され、受講生相互の交流や親睦が一層図られたようです。 

 現在、令和６年度に向けて、本年度の受講生のご意見等も踏まえながら、喜入公民館

ならではの講座を計画中です。来年度も、多数の受講申し込みをお待ちしています。 

なお、令和 6年度の講座案内（前期）は、3月中旬に全家庭に配布する予定です。 
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『特撮家族』        髙見澤俊彦 著 

THE ALFEE のリーダー髙見澤俊彦が贈る家族の物語。かなりのレキジ

ョで、日本史オタクの田川美咲。兄は特撮映画オタクで、妹は変身ヒーロー

が大好き。神道学者の父は怪獣フィギュアの収集家で、田川家にはフィギュ

アが溢れている。そんな田川家で、美咲に恋のチャンスが到来と思いきや…。 

『おさほうえほん』  高濱正伸 監修／林 ユミ 絵 

「育ちのよさ」を培う所作や言動、おさほう。それを身につけられるよ

う、「なぜ、そうするのか？」を丁寧に説明しています。「育ちのよさ」

は、だれでも、いつからでも、手に入れられます。 

この本を読んで、親子でいっしょにおさほうを学んでみませんか？ 
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１月 8日（祝）、西原商会アリーナの武道場において、今年度で４４回目を迎える「公

民館新春かるたとり大会」が開催されました。この大会は、鹿児島市の地域公民館で「小

倉百人一首」について学んだ児童・生徒が一堂に会し、日本文化の伝統に触れながら技

を競い合うとともに、異年齢の多くの友達との親睦を深め、楽しい仲間づくりをすすめ

ることを目的に実施されるものです。 

大会当日は、S・A級、B級、C級、D級に分かれて競技が実施され、 

各パートとも熱戦が繰り広げられました。喜入公民館からも、「楽しい 

かるたとり教室」を受講した４名の児童が、Ｂ級及びＣ級にそれぞれ２ 

名ずつ参加し、見事『特別賞』を受賞しました。また、開会行事では、 

喜入小４年の小野ひかりさんが「誓いの言葉」を発表しました。 

第４４回公民館新春かるたとり大会 

 


